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全世界株インデックス投信の運用効率、高配当の指数連動型
が首位 投信番付

全世界株指数に連動するインデックスファンドについて、過去1年の運用効率（シャープレシ
オ）をランキングすると、高配当株で構成する指数に連動するタイプが首位に立った。運用
効率は、数値が高いほど運用で取った価格変動リスクに見合うリターンを効果的に上げたと
評価する。

1位の「（アムンディ・インデックスシリーズ）オールカントリー・高配当株」の運用効率は
1.96。連動指数は「MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（ACWI）」採用銘
柄の中で配当利回りの高い銘柄で構成する。過去1年の価格変動リスクは上位10本の中で最
も低く、リターンも堅調だったのが運用効率を押し上げた。
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ACWIに連動する「eMAXIS Slim 全世界株式（オール・カントリー）」（通称オルカン）の
運用効率は1.67で4位だった。
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